
（資料 2）  

「市町村における児童家庭相談体制の整備」に関する論点（案）  

Ⅰ 市町村の児童家庭相談の役割  

（1）市町村が担う機能について   

（2）相談種別ごとの対応について  

Ⅱ 市町村の職員体制の確保・専門性の向上  

（1）必要な職員の確保について   

（2）専門性の向上、対応力の強化について  

Ⅲ 市町村の相談体制、都道府県との関係  

（1）受理会議、ケース検討会議などの体制について   

（2）夜間・休日等の体制について   

（3）都道府県との役割分担・連携について  

Ⅳ 要保護児童地域対策協議会（ネットワーク）による取組  

○ 要保護児童地域対策協議会の関わりについて  

Ⅴ 福祉事務所（家庭児童相談室）、児童家庭支援センターの扱い  

Ⅵ 子育て支援サービスの活用による総合的支援の実施  

Ⅶ 政令市の扱い  

面‾ そゐ也  
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Ⅱ 市町村の職員体制の確保・専門性の向上  

【前回の議論の概要】  

○ 市町村と県児童相談所との短期的な人事交流が市町村の相談担当職員の人   

材育成に効果的。  

○ 小さな町では相談窓口の人事ローテーションが難しい。  

○ 市部と町村部で、町村では担当が一人のことも多く、共通部分と分けて考え   

るべき部分とがある。  

○ 市町村の相談窓口における担当職員の能力・特性や期待されているものを示   

すべき。  

【市町村児童家庭相談援助指針】第1章第3節5．  

5．児童家庭相談援助の体制  
（1）必要な職員の確保  
児童家庭相談については、福祉事務所や保健センターを含め、現に市町村が一定の  
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役  っているが、今後とも、児童家庭相談に的確に対応できるよう、必要な職員  
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資格を有する職員を配置する、市町村保健セン  
の機能強化を図った上で積極的に活用する等の  
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【現状】  

○ 市町村調査 問3（主たる相談窓口の担当職員）  

間4（外部人材の活用による助言）  

問10（研修の受講状況）  

間12（児童家庭相談を実施する困難点～職員数、専門性）  
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【市町村児童家庭相談援助指針】第1章第3節5．  

（3）組織的対応  
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○  が一人で抱え込まないことが重要  
（6）休日・夜間の体制  
市町村は、都道府県の設置する福祉事務所、児童相談所等と緊密に連携し、夜間、   
休日等の執務時間外であっても相談・通告を受けて適切な対応が採れるよう所要の体   
制を整備することが必要である。  
例えば、当直体制の整備など、自らが通告を受けて適切な対応が取れるような体制   
の確保に努めるほか、夜間、休日等の執務時間外における電話等による通告の受理に   
ついて、   

① 複数の市町村、都道府県の設置する福祉事務所が広域で連携し、輪番制等により  
担当する。   
② 児童家庭支援センターなどの民間の相談機関に対応を委託する。   
③ 児童相談所の担当区域内の市町村、都道府県の設置する福祉事務所への通告につ  
いては、児童相談所に自動転送し、児童相談所において対応する。   
といった手法により対応することとし、通告受理後の対応はケースの緊急度等に応じ   
て行うといった体制を整備することが考えられる。  
なお、児童家庭児童家庭支援センターなどの民間の相談機関に対応を委託する場合   
には、通告内容に関する秘密の保持を徹底するようにすることが必要である。  
（7）相談・通告窓口等の地域住民等への周知  
問題の早期段階での相談・通告等を促すため、あらゆる機会や多様な媒体を活用し   
て、市町村における相談援助活動の内容や相談窓口等について、地域住民、関係機関   
等への周知に努める。また、学校などを通じて、子ども自身にこれらの内容の周知に   
努めることも必要である。  

【現状】  

○ 市町村調査  間6（受理会議）  

問7（ケース検討会議）  

問8（夜間・休日の対応）  

間9（業務マニュアルの有無）  

間11（都道府県（児童相談所等）からの後方支援）  
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Ⅳ 要保護児童地域対策協議会（ネットワーク）による取組  

【前回の議論の概要】  

○ 個別ケtス対応については地域協議会に担わせるのか。  

○ 地域協議会と市町村窓口の関係が不明瞭であり、モデルを示すべき。  

○ 発見から集結までの一つのケースの流れを、協議会の機能のイメージを作っ   

て議論した方が整理しやすいのではないか。個別ケースを動かすことを想定す   

るのか、代表者レベル会議で仕組み作りを行うのか、だいぶ異なる。  

【市町村児童家庭相談援助指針】第1章第4節  
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れる児童）」であり、虐待を  

児童など  

第3節 要保護児童対策地域協議会の運営  
1．業務  
（1）地域協議会は、要保護児童等に関する情報その他要保護児童の適切な保護を囲  
めに必要な情報の交換を行うとともに、要保護児童等に対する支援の内容に閲す  
議を行う（児福法第25条の2第2項）。  
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（2）地域協議会については、個別の要保護児童等に関する情報交換や支援内容の協議を  
行うことを念頭に、要保護児童対策調整機関や地域協議会の構成員に対する守秘義務  
が設けられており、個別のケースについて担当者レベルで適時検討する会議（個別ケ  
ース検討会議）を積極的に開催することはもとより、構成員の代表者による会議（代  
表者会議）や実務担当者による会議（実務者会議）を開催することが期待される。  
現在、市町村で取組が進みつつある児童虐待防止ネットワークについては、市町  
村の規模や児童家庭相談体制にもよるが、以上のような三層構造となっていることが  
多い。  

●‾‾●‾‾‾‾‾‾‾‾‾－‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾●‾‾‾‾‾‾●‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾一‾‾‾－■－■－■■■■■■－■－－－－－－－－－－－－一－－－－－－－－－－－－－t－－－・  

：【代表者会議】  

・ 実務者会議は、実際に活動する実務者から構成される会議であり、会議における協；  

をなった点の更なる検討  
こ  ②要保護児童の実態把握や、支援を行っているケースの総合的な把握  
： ③要保護児童対策を推進するための啓発活動  
： ④地域協議会の年間活動方針の策定、代表者会議への報告  
l  

l  

l  

l－－－－－－－－－－－－一－－－一一－－－－一一－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一一－－一一一一■■■■－■■－●●－－■■■■－＿－＿＿－＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿  
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3．役割分担  
個別ケースごとの関係機関等の役割分担については、それぞれのケースに関する個別   
ケース検討会議で決定するべき事項であるが、主なものは以下のとおりである。  
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l ことや、複数の機関が子：  
l  

l  
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【と 

0（会議の招  

：・ 個別ケース検討会議で決定された支援の進捗状況についての連絡調整や情報の整理：   
を 

去援助機関等のうち、最も関わりの深いものが、この機関となることも考えら  
： れる。  
I 

l  

l  

：【ケースマネジャー機能（危険度の判断等を行う）】  
：  ケース全体について責任を負い、危険度の判断や支援計画を作り、進行管理を行う：  
l l  

・牒保護の権限を有する児童相談所と連携を図りながら  

l l  
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Ⅴ 福祉事務所（家庭児童相談室）、児童家庭支援センターの扱い  

【前回の議論の概要】  

○ 家児相の設置状況は、市町村合併で動きが出てくるのではないか。  

○ 児童家庭支援センターに対する期待と現状を踏まえた評価を示すべき。  

○ 北海道の児童家庭支援センターは児相のカバーを地域的にもイメージして   

作られている。  

Ⅵ 子育て支援サービスの活用による総合的支援の実施  

【前回の議論の概要】  

○ つどいの広場などが相談の機関としてどれくらい可能性があるのか、評価し   

ているのか。  

○ ふれあい親子サロンは、虐待の早期発見・予防と言うところではかなり有効   

な位置づけができる。  

Ⅶ 政令市の取扱い  

Ⅷ その他  
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